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背景及び目的
バンディットアルゴリズムは、複数のスロットマシンの中か

ら最も報酬の高い台を少ない試行回数で見つけるための
アルゴリズムである。本プロジェクトの目的は、バンディット
アルゴリズムに量子探索アルゴリズムのGrover探索を適用した
量子バンディットアルゴリズムを開発することである。
量子回路上で実装を行い、古典アルゴリズムよりも早く最適解
を求めるための検証を行う。

検証方法と結果
本プロジェクトで作成したモデルは、選択と活用のバランス

をとりながら最適化を可能にするε-greedyと、Grover探索を
応用したDHアルゴリズムを組み合わせたものである。
問題設定として非常に狭い領域に最小値があるloss関数の最

適化をバンディット問題として扱い検証を行なった。古典的な
手法だと局所解に陥ってしまい正しい最適解へ到達することが
困難であったが、本検証で実施したDHアルゴリズムを適用し
た場合、局所解に陥る現象を回避することが可能になり、効率
的に最適解に向かっていく様子がわかる。



APIによるアプリケーション開発
本プロジェクトで作成した量子バンディットアルゴリズムのAPI化を行った。本APIはユーザーが

量子プログラミングに関する知識がなくても使用できるように設計した。

Pythonによる実行例API仕様書

参考 : https://github.com/onhrs/mitou-tg-quantum-bandit
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